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社団法人日本写真測量学会は昭和37年に設立されて以来、約40年の歴史を有していま
す。設立当初は昭和39年の東京オリンピック直前のことで、戦後の復旧から国土開発へ
の転換期でありました。以後わが国は列島改造、狂乱物価の時代を経てバブル経済の崩
壊の激動期を経験しました。当然のことながら国土は40年の間に大きな変貌を遂げまし
た。
日本写真測量学会が設立以来取り組んできた写真測量の技術もアナログ写真測量、解

析写真測量、デジタル写真測量と発展し、さらにリモートセンシングおよびGISなどの新
技術が取り込まれました。幸いなことに、日本は航空写真測量については世界でもトッ
プクラスの利用がなされ、国土や環境の調査に大きな貢献をしています。蓄積された航
空写真は貴重な国土と環境の記録となっています。環境の問題や災害が起きるたびに航
空写真が撮影され、写真判読によりその実体を把握し、分析し、予測する作業がなされ
てきました。
本書は環境と安全の二つの分野に視点を置き、航空写真の判読とランドスケープエコ

ロジーあるいは防災の取り組みを60近く事例を集め、21世紀を迎えたのを契機に20世紀
後半の記録としてまとめたものです。写真判読と分析は主にアジア航測株式会社の多数
の技術者が行い、学会を代表する学識経験者数人が編集委員として査読を行い、加筆・
修正を致しました。本の出版は社団法人日本測量協会が快く引き受けてくれました。読
者にカラーの写真を多く見てもらいたいと考え、本では白黒写真のみにし、カラーは添
付のCD－ROMで見ていただく方式にしました。
本書を発行するにあたり、査読をしてくださった学識経験者および編集委員、判読作

業をまとめてくださったアジア航測株式会社の技術者、日本測量協会の関係者、資料を
提供して下さった方々に謝意を表します。特に、編集のとりまとめをしてくれたアジア
航測株式会社、横浜技術所の成田茂技術者および日本測量協会の廿楽実氏に厚く謝意を
表します。
本書が20世紀後半のわが国の良き記録になることを願っています。また、できるだけ

多くの方に読んで欲しいと願っています。
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戦後の復興から、列島改造論に象徴される建設重視型政策から、最近は環境および安
全重視型施策が行われるようになっております。わが国の国土は、このような政策の変
動に伴なって大きな変貌を遂げてきました。空中写真は戦後は昭和26年以降撮影されは
じめ昭和36年に全国的に撮影されて以来、数年毎にわが国の国土の変遷を記録しており
ます。写真測量の専門家がこれらの記録写真を判読して、土地の環境と安全の立場から、
「環境」と「安全」を守る努力がなされた事例を約60箇所選びました。これらは戦後半世
紀強、日本が試みた国土のモデルチェンジの記録ともいえます。
本書は行政・管理・計画・防災・環境保全・建設など広範にわたる関係者や、近くに

住む市民の方々のために空中写真とその判読図から「環境」と「安全」を理解していた
だくことを目的として刊行したものです。

社団法人日本写真測量学会は、1960年から1980年における20年間の国土の変貌をとら
え、『空中写真にみる国土の変遷』（鹿島出版会、1982年 5 月）を刊行しました。それに
対して本書の内容は、戦後の復興から現在までの変遷をとらえており、土地の「環境」
と「安全」の分野に限定しています。本書を『空中写真にみる国土の変遷』の続編とし
て読んでいただければ幸いです。
なお、本書の内容は次のとおりです。

１．環境と安全をテーマとした背景と目的

わが国は社会資本整備を通じて経済活動の効率化と都市の高度化を進めてきましたが、
その一方で自然環境・地球環境への影響が深刻化し、人類の生存基盤を脅かすまでにな
りました。
1992年の地球サミットの開催を契機に、わが国では環境基本法の成立等により循環型

社会システムの構築が急務となり、持続的開発・自然との共生のあり方が求められてお
ります。社会資本整備にあたっては、環境保全・創造に配慮した整備が徐々に行われて
きました。
わが国は地震災害・土砂災害・水害などの災害が多発する国土条件をもっており、阪

神・淡路大震災以降も、自然災害による被害が頻繁に起こっています。これらの災害に
対してハードおよびソフトの両面で防災対策が行われてきたところです。最近では災害
の制御から減災を前提とする対策を講じることが重要とされています。土砂災害では、
指定された警戒危険区域には住宅等の立地抑制を行うなど、予防的な対策がとられる方
向にあります。
このように、21世紀は環境とくらしの安全が重視される世紀といえましょう。
環境と土地の安全は、空中写真判読に関わる技術者や読者にとって身近なテーマであ

り、ここに「環境」と「安全」の問題を取り上げました。

本書は、社会資本整備に際して「環境」と土地の「安全」に対する対応技術が取られ
た典型的な箇所を選別して、空中写真・画像等を時空間的に判読し、ランドスケープエ
コロジーへの取組みや防災対策および管理計画に役立つように紹介したものです。
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２．視　点

環境分野では、生物多様性・有害化学物質・地球温暖化等への対応が必要とされてい
ます。土地の安全分野では、地震・火山・土砂・水災害等に対する防災施設などのハー
ド対策やハザードマップなどのソフト等の施策が実施されています。
本書をとりまとめるに際して、環境分野ではランドスケープエコロジーへの取り組み

を、安全分野ではハード・ソフト双方の防災対策を切り口にしています。また次の視点
を重要視しました。

①ランドスケープエコロジーとは、本来、生態系の構造や機能の空間分布を研究するこ
とを目的としています。生態学的な地形・景観および生態系に対する環境認識を意味
します。沼田はランドスケープエコロジーを『景相生態学』（沼田眞、朝倉書店、
1996）としてとらえ、景相生態学の扱う対象を人間生態学的な観点に立ち、「人間―
環境系」ないし「人間―自然/文化系」であるとしています。本書は、ランドスケー
プエコロジーを沼田が主張するように広義にとらえ、空中写真等より人間と生態系や
景観・土地利用・生活環境等の関係を分析したものです。またランドスケープエコロ
ジーに関する計画・調査・管理を対象に含めました。したがって、自然環境の保全・
創造に関する技術や景観に関する分野から土地利用や大気環境等の領域まで、広範な
範囲を扱うことにしました。

②「安全分野」では、単なる写真判読による被害調査や現状把握ではなく、ハード・ソ
フトの防災技術や情報伝達技術・環境配慮等を対象としました。また、災害の予測、
すなわち事前評価も重要な視点として取り入れました。

③リモートセンシングは、対象物から反射あるいは放射される電磁波特性が物質やその
状態によって異なることを利用して、カメラ・マルチスペクトルスキャナー・レーダ
ー等のセンサーにより、非接触で対象を識別する技術です。この技術を使い空中写真
判読による「視点の転換」を意図しました。人が地上で見る景色と空から見る景色は
全く異なっています。空中写真判読は対象物とその周辺環境との関わりを、視点の転
換によって問い直す技術であると言っていいでしょう。個々のくらしのミクロな視点
より、対象地域全体のトータルなデザインに着目した視点といえます。
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３．本書の内容

①空中写真
空中写真・衛星画像等は原則として 2時期以上のものを使用し、写真から読み取った、
判読図をつけました。主に白黒・カラー等の空中写真・衛星画像等を使用し、適宜地
上写真を掲載しました（CD－ROM参照）。

②解説文
解説文は、写真判読で読みとることを中心に次の事項に留意して作成しました。
b過去における人間の係わり
・環境・土地の状況の変化
・過去の災害履歴等
・防災対策・環境配慮が行われる前の状況

b現在における環境と土地の安全
・最新の写真による現状の紹介等
・防災・環境上の問題点
・周辺土地利用の状況

b環境と土地の安全についての対応策
・ランドスケープエコロジーへの取組み
・防災対策
・対象と周辺環境（土地利用）との関係・位置づけ

b今後の課題
・環境や防災における課題と展望

空中写真・地図その他の資料の収集および写真判読は、主としてアジア航測株式会社
の環境や防災のコンサルタント技術者が行いました。内容は編集委員が査読を繰り返し
行い、学術的に間違いのない内容に仕上げました。事例に使用した位置図等は国土地理
院の地図を使用しました。また、国土地理院の空中写真を使用した場合には、空中写真
の撮影年度・写真番号等の諸元を巻末に記載しました。

それぞれの事例では、「環境」と「安全」にたいして、おそらくその時点でできる最大
の努力をはらって対応がとられてきたことでしょう。しかし、「環境」と「安全」に対す
る対応への評価は、時代とともに、また周辺環境の変化に伴って変わります。日本およ
び日本人が、国土の「環境」と「安全」にどう取り組んできたかを考察しながら、それ
ぞれの事例をみてもらえればと思います。
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